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ヨハネによる福音は、のどの渇きをいやす水について話すサマリアの女に対して、自ら
の存在がもたらす永遠のいのちについて語るイエスのことばを記します。

「わたしが与える水はその人の内で泉となり、永遠の命に至る水がわき出る」

永遠のいのちに至る水を与えると語る主イエスに従う教会は、「いのちの福音」を語り続
けます。人間のいのちは、神から与えられた賜物であるが故に、その始まりから終わり
まで例外なく守られ、神の似姿としての尊厳は尊重されなくてはならないと、教会は主
張し続けます。

教皇ヨハネ・パウロ二世は、人間のいのちを人間自身が自由意思の赴くままに勝手にコ
ントロールできるのだという考えは、いのちの創造主である神の前での思い上がりだと
戒めながら、社会の現実を「死の文化」とよばれました。そして教会こそは、蔓延する
死の文化に対抗して、すべてのいのちを守るため、「いのちの文化」を告げしらせ実現し
なければならないと強調されました。

教皇ヨハネ・パウロ二世は、回勅「いのちの福音」に、「『殺してはならない』というお
きては、人間のいのちを尊び、愛し、守り育てるといった、いっそう能動的な観点にお
いても、一人ひとりに拘束力を持っています」と記しています。

キリストに従うわたしたちの心には、「人間のいのちを尊び、愛し、守り育て」よという
神の声が響き渡ります。わたしたちは、キリストの与えるいのちの水を、この世界の現
実の中で分け与えるものでなくてはなりません。

先日 3 月 10 日は、「性虐待被害者のための祈りと償いの日」でした。率先していのちを
守り、人間の尊厳を守るはずの聖職者や霊的な指導者が、いのちに対する暴力を働き、
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人間の尊厳をないがしろにする行為を働いた事例が、相次いで報告されています。被害
を受けられた⽅々に⻑期にわたる深い苦しみを⽣み出した聖職者や霊的指導者の行為を、
心から謝罪いたします。

教会全体として対応を進めていますが、いのちを守り、人間の尊厳を守るための務めに
終わりはありません。聖職者をはじめ教会全体の意識改革などすべきことは多々あり、
教会の取り組みもまだ十分ではありません。ふさわしい制度とするため、見直しと整備
の努力を続けてまいります。

教会がいのちの水を⽣み出し分け与える存在となるように、これからもともに務めて参
りましょう。


